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大津市における PFOS等の検出状況 

 

大津市企業局   ○橋詰 和典  吉田 稔 

 

1 はじめに 

厚生労働省からの通知（令和 2年 3月 30日付け生食発 0330第 2号）により、令和 2年 4月 1

日からペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン酸（PFOA）（以下、

PFOS 等という。）が要検討項目から水質管理目標設定項目（目標値：50 ng/L）に位置付けが変

更されたため、大津市企業局では令和 2年度から PFOS等について検査を開始した。また、水源

である琵琶湖、琵琶湖に流入する河川及び浄水処理過程での PFOS等の検出状況について調査を

実施した。本報告では、PFOS等に関する検査及び調査で得られた知見について紹介する。 

 

2 測定方法 

『水質基準に関する省令の制定及び水道法施行規則の一部改正等並びに水道水質管理における

留意事項について』の別添 4「水質管理目標設定項目の検査方法」に基づき測定した。また、高速

液体クロマトグラフ質量分析計では、リテンションギャップ法を採用し、機器及び移動相による

影響が最小限になるようにした。なお、原水等の懸濁物を含む試料は、ガラス繊維ろ紙（孔径1μm）

でろ過後に固相抽出を行った。 

 

3 測定結果 

(1) 各浄水場 

本市の 6 か所の浄水場における

原水及び栓水について、冬期（令

和 3年 3月）の測定結果は表 1、

夏期（令和 3年 8月）の測定結果

は表 2のとおりであり、全ての浄

水場で PFOS等が検出された。 

原水では、測定結果に浄水場系

統及び季節による顕著な差は見ら

れなかった。栓水では、測定結果

に浄水場系統及び季節による差が

見られたが、活性炭処理の影響と

推測される。PFOS等の合算値は、

水質管理目標値の 10 分の 1 であ

る 5 ng/L程度までであり、水道水

の安全性に問題はなかった。 

 

表 1 冬期の各浄水場の測定結果 (単位：ng/L) 

水域 浄水場 
原水 栓水 

PFOS PFOA 合算値 PFOS PFOA 合算値 

北湖 

比良 0.7 3.6 4.3 0.9 3.5 4.4 

八屋戸 0.7 3.8 4.5 0.8 3.6 4.4 

真野 0.7 3.9 4.6 1.0 3.8 4.8 

南湖 

柳が崎 0.9 4.0 4.9 0.6 3.0 3.6 

膳所 0.9 4.0 4.9 0.8 3.5 4.3 

新瀬田 0.9 4.2 5.1 0.9 3.9 4.8 

表 2 夏期の各浄水場の測定結果 (単位：ng/L) 

水域 浄水場 
原水 栓水 

PFOS PFOA 合算値 PFOS PFOA 合算値 

北湖 

比良 2.2 4.4 6.6 0.9 3.3 4.2 

八屋戸 1.9 4.3 6.2 <0.5 <0.5 <0.5 

真野 0.8 3.1 3.9 <0.5 2.0 2.0 

南湖 

柳が崎 0.8 3.7 4.5 1.1 4.4 5.5 

膳所 1.0 3.6 4.6 0.9 3.7 4.6 

新瀬田 0.7 3.5 4.2 <0.5 0.6 0.6 



 

(2) 琵琶湖 

各浄水場の原水から

PFOS 等が検出された

ため、水源である琵琶湖

の状況を調査した。調査

は 12地点（北湖 1地点、

南湖 11地点）で実施し、測定結果は表 3のとおりである。 

琵琶湖において閉鎖性の高い水域である赤野井湾で最高濃度を検出し、PFOS等の合算値が 10 

ng/Lを超えた。他の地点では、野洲川河口でやや高濃度であった。 

 

(3) 流入河川 

琵琶湖での調査にお

いて、地点により測定値

に差が見られたため、

PFOS 等の供給経路と

推定される河川についても調査を実施した。調査は琵琶湖に流入する河川 8地点（北湖 3地点、

南湖 5地点）で実施し、測定結果は表 4のとおりである。 

測定値は、地点により大きな差が見られ、特に PFOAの差が顕著であった。また、市街部を流

れる河川で高い傾向があった。 

 

(4) 浄水処理過程 

(1)の浄水場の測定結果から、PFOS等が活性炭処理により低減されることが示唆された。その

ため、浄水処理過程での PFOS等の挙動を調査した。調査は、特徴的な処理工程をしている柳が

崎浄水場及び新瀬田浄水場で実施した。なお、柳が崎浄水場では図 1 のとおり、急速ろ過処理と

緩速ろ過処理を併用しており、臭気対策として生物接触ろ過処理を行っている。また、新瀬田浄

水場では図 2のとおり、急速ろ過処理後に粒状活性炭ろ過処理を行っており、PFOS等がほとん

ど検出されなかった。浄水処理過程での PFOS等の挙動を図 3及び図 4に示す。 

 

図 1 柳が崎浄水場の処理工程 

 

 

 

図 2 新瀬田浄水場の処理工程 

 

表 3 琵琶湖での PFOS等の測定結果 (単位：ng/L) 

地点 PFOS PFOA 合算値 地点 PFOS PFOA 合算値 

琵琶湖大橋 0.7 3.3 4.0 由美浜 0.8 3.2 4.0 

雄琴港沖 0.7 3.4 4.1 膳所沖 0.8 3.6 4.4 

坂本沖 0.7 3.4 4.1 瀬田川 0.7 3.1 3.8 

際川沖 0.7 5.4 6.1 草津川河口 1.1 4.7 5.8 

柳が崎沖 0.7 3.3 4.0 赤野井湾 3.2 6.9 10.1 

三井寺沖 0.7 3.3 4.0 野洲川河口 0.9 6.3 7.2 

表 4 河川での PFOS等の測定結果 (単位：ng/L) 

地点 PFOS PFOA 合算値 地点 PFOS PFOA 合算値 

和邇川 2.3 11.8 14.1 草津川 4.2 18.9 23.1 

真野川 1.1 3.7 4.8 葉山川 3.5 15.5 19.0 

雄琴川 <0.5 3.3 3.3 守山川 3.6 12.4 16.0 

柳川 0.9 16.4 17.3 野洲川 0.8 6.8 7.6 



 

図 3 柳が崎浄水場での挙動 

 

図 4 新瀬田浄水場での挙動 

 

① 生物接触ろ過 

柳が崎浄水場の生物接触ろ過水（生ろ水）の PFOS 等は、原水の値と差異が見られなかった。

PFOS等は、環境中での安定性が高く、生分解性が低いとされている 1)。そのため、PFOS等は生

物処理では除去が困難と推定される。 

 

② 急速ろ過 

新瀬田浄水場では、急速ろ過水（急ろ水）の PFOS等は原水から減少しなかった。一方、柳が

崎浄水場では、急ろ水で減少した。測定時に、柳が崎浄水場では粉末活性炭（Dry）を注入してお

り、PFOS等は粉末活性炭に吸着される 2)ため、吸着除去されたと推定される。また、粉末活性炭
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処理を実施していない新瀬田浄水場において、急ろ水で PFOS等が減少していないため、凝集沈

でん－急速ろ過処理のみでは PFOS等が除去される可能性は低い。 

 

③ 緩速ろ過 

柳が崎浄水場の緩速ろ過水（緩ろ水）の PFOS等は、原水より微減する場合と微増する場合が

あった。PFOS 等は土壌に吸着される 3)ため、緩速ろ過池中の土壌粒子又はろ過砂に吸着された

可能性があるが、増加する場合もあり、詳細は不明である。また、緩速ろ過処理では、生物の作

用により有機物は分解されるが、生物接触ろ過池と同様に PFOS 等が分解される可能性は低い。 

 

④ 粒状活性炭ろ過 

新瀬田浄水場の粒状活性炭ろ過水（活ろ水）では、PFOS等がほとんど検出されなかった。PFOS

等が粒状活性炭に吸着除去されたと判断している。 

 

4 おわりに 

本市の浄水場、水源である琵琶湖及び琵琶湖の流入河川について PFOS等の測定を行い、次の

知見が得られた。 

(1) 浄水場の栓水から PFOS 等が検出されたが、その濃度は水質管理目標値の 10 分の 1 程度

であり、水道水の安全性に問題はなかった。 

(2) 水源の琵琶湖では、閉鎖性の高い赤野井湾で PFOS等の濃度が最も高かった。 

(3) 琵琶湖の流入河川では、PFOS等は市街部を流れる河川のほうが高い傾向が見られた。 

(4) 浄水処理過程では、活性炭処理で PFOS等の除去が期待できる。 

今後は粉末活性炭の注入率による除去効果の差及び前塩素注入の有無による差について調査を

行い、浄水場で対応可能な PFOS等の濃度について検証を進めていきたい。 
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